
 

 

 

 

主を恐れることは知識の初め。 

箴言 1 章 7 節 

 

 



 

１ はじめに 
小さな教会の一人の牧師が、毎朝早朝に教

会を訪れ、執務室で聖書を読みながら、そこ

で教えられたことを書き記していました。牧

師としての適正があるかないかと思わされる

中で、8 年目でしょうか、本当に困り果てて、もう一度神学校に入

り、勉学をし直したことがあります。なぜあの時辞めていなかった

のか、それも不思議ですが、色々と牧師に必要な学びを重ねまし

た。なかなか納得がいかず、佛教大学の大学院で周辺領域にも首を

突っ込み、さらに海外の神学校の博士課程にも通いました。思い切

り学んで、何か吹っ切れた思いがし、一つ気付きました。それは、

そのような思いになったのは、学位を取るまで徹底して学んだこと

よりも、毎朝 5 時に起きて、教会へ行き、一日も休まずじっくり神

と良き時を持つ習慣のためであった、と。 

国際 NGO の責任も持ち、海外出張の多い私は、海外でも現地時間

朝 5 時に聖書を読むと決め、飛行機の中で読んだこともありまし

た。それは「パスターまことの聖書通読一日一生」として、WEB 上

に 20 年以上も掲載してきたとおりです。 

そのような毎日を通して、箴言が語るように「主を恐れることは

知識の初め」（1:7）であり、様々な人生の落とし穴、またあるべき

人の道を教えられました。この小著は、私の考えというよりも、聖

書そのものが何を語っているか、そこを大事にしながら、書いたつ

もりです。読者の皆さんが箴言を通して、聖書の理解を深めていた

だければ幸いです。 

玉川キリスト教会執務室にて  

福井 誠 



 

２ 本書の内容と読み方 
この本は、「パスターまことの聖書通読ブログ一日一生」からの

抜粋です。そこで私と同じように朝一番に聖書を開いた時、その内

容を理解する助けとして読んでくださってもかまいませんし、お時

間のある時に、ゆっくりページをめくるように読んでくださっても

かまいません。どのような読み方であれ、探求する思いに、何かし

らの響くものがあると信じます。 

聖書は、全体を繰り返し、通して読むことにより、自ずと氷解す

るように見えてくる部分もございます。そのような意味では、次の

サイトで、ぜひ、ご一緒に、聖書を読み、また、通読ブログについ

て、あれこれ忌憚なく語り合う、バイブルトーカーズの会などもご

利用いただければと思います。なお表記上のことですが、（1:7）等

の表示は、1 章 7 節を表しています。 

 

〇パスターまことの聖書通読ブログ⇒ 

http://thousandtimesbless.com/   

毎朝更新されます。毎日一日一章、聖書全巻を 3

年ちょっとで読み終える、通読ブログサイトです。現在第 5 サ

イクル目で、一日も休まず、約 20 年以上続いてきました。 

〇音声のみで聖書通読ブログを進めたい方向け⇒ 

聖書通読ブログ音声版（Stand FM）。Stand FM の       

アプリをインストールする必要がございます。 

〇聖書通読ブログ（音声＋動画版 Youtube）⇒     

お馴染みの Youtube で聖書通読。簡単な要約付き 

です。 
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